
食育月間の取り組み 

取組団体・施

設名 

幼保連携型認定こども園むぎの穂保育園 

 

取組の名称 ① 朝のおやつ(蒸しパン)作り 

② 野菜の栽培と収穫・調理 

実施時期  

取組みの目的 ☑共食の推進 

□朝食の摂取 

□栄養バランスの良い食事の摂取 

☑野菜の摂取 

□生活習慣病やフレイル予防・改善のた

めの良い生活習慣の実践 

□よくかんで味わって食べる 

□栄養成分表示への理解促進 

□食品の安全性に関する知識の普及 

□農産物の栽培体験の機会提供 

□食品ロスの削減 

□伝統料理や郷土料理の伝承 

取組内容 ① 朝のおやつ(蒸しパン)作り 

(目的)幼児が保育者や多事と一緒に作ったり食べたりする「共食」を通して作る、 

食べる喜びやコミュニケーションの大切さを学ぶ 

（取組）各保育室で朝のおやつとして子どもが自主的に蒸しパンつくりを行う。 

     レシピを見ながら材料をはかり混ぜて生地を型に流し込む。子どもの発達 

     に合わせて子ども同士協力して活動をしている。 

     出来上がった蒸しパンは友だちや保育者と一緒に食べることで、おやつの 

     時間を楽しみながら共食の大切さを学ぶ。 

 

② 野菜の栽培と収穫・調理 

(目的)幼児が野菜に親しみ野菜を進んで食べられるようになることを目的と 

する。野菜を育てる・収穫する・調理するという一連の体験を通して食べ物 

への興味や感謝の気持ちを育てる。 

(取組)プランターで子どもたちが野菜を育て、生長を観察しながら水やりや世話 

を行う。自分たちで育てた野菜を味わうことで野菜への親しみや収穫の 

経験から達成感を得ることが出来る。苦手な野菜も食べてみようという 

意欲が育つ。 

     

 

 

 

 

 

 

 





食育月間の取り組み 

取組団体・施

設名 

東大阪市立保育会 

取組の名称 青葉学園 

実施時期 5 月～6 月 

取組みの目的 □共食の推進 

□朝食の摂取 

□栄養バランスの良い食事の摂取 

□野菜の摂取 

□生活習慣病やフレイル予防・改善のた

めの良い生活習慣の実践 

□よくかんで味わって食べる 

□栄養成分表示への理解促進 

□食品の安全性に関する知識の普及 

□農産物の栽培体験の機会提供 

□食品ロスの削減 

□伝統料理や郷土料理の伝承 

取組内容 夏野菜の栽培（4.5 歳児） 

 きゅうり、プチトマト、茄、ズッキーニ、ゴーヤ、さつまいも等の野菜を 

 植え、当番で水やりをしながら成長する様子を観察する。 

 日々、食卓で食べている野菜がどのようにでき、大きくなっていくの 

 かを皆で話し合う。 

 愛情を持って育てた野菜を収穫することで、嫌いな野菜にも興味を 

 持ち、少しでも好き嫌いをなくすことにつなげていっている。 

 

郷土料理 

 月に一度、郷土料理を提供している。 

 自分たちが住んでいる国でもそのご当地ごとに代表する料理がある 

 ことを知らせる。 

 乳児クラスでは食べなれない物に戸惑う姿も見られるが、幼児クラス 

 になると興味を持って食べる姿が見られる。 

  

5 月のメニュー（愛知県） 

 きしめん・天むす風おにぎり・みそかつ・おにまんじゅう 

  

 



☑



食育月間の取り組み 

取組団体・施

設名 

東大阪市私立保育会 

うみがめ保育園 

取組の名称 玉ねぎ、じゃが芋の収穫 

実施時期 2026 年 6 月 1 日 

取組みの目的 □共食の推進 

□朝食の摂取 

□栄養バランスの良い食事の摂取 

☑野菜の摂取 

□生活習慣病やフレイル予防・改善のた

めの良い生活習慣の実践 

□よくかんで味わって食べる 

□栄養成分表示への理解促進 

□食品の安全性に関する知識の普及 

☑農産物の栽培体験の機会提供 

□食品ロスの削減 

□伝統料理や郷土料理の伝承 

取組内容 4 才、5 才児クラスが参加。 

理事長が所有する近隣の畑で、玉ねぎ、じゃが芋の収穫をした。 

収穫したじゃが芋はその日のおやつで、じゃがバターにして食べました。 

それ以外にも肉じゃが、カレー、クリームシチューでも材料として使用し、みんなで

美味しく頂きました。 

 



食育月間の取り組み 

取組団体・施

設名 

東大阪市私立保育会、東大阪市集団給食研究会 

社会福祉法人 玄清会 西若宮こども園 

取組の名称 いちごやさつまいもなどの収穫、それらを使ったクッキング 

夏野菜の栽培、年長児キャンプ、親子クッキングなど 

実施時期 通年 

取組みの目的 □共食の推進 

□朝食の摂取 

□栄養バランスの良い食事の摂取 

■野菜の摂取 

□生活習慣病やフレイル予防・改善のた

めの良い生活習慣の実践 

■よくかんで味わって食べる 

□栄養成分表示への理解促進 

□食品の安全性に関する知識の普及 

■農産物の栽培体験の機会提供 

□食品ロスの削減 

□伝統料理や郷土料理の伝承 

取組内容  

・季節ごとに、筍掘りやいちご狩り、枝豆の苗植えから収穫、とうもろこしの皮む

き、さつまいも掘りなど 

その時期の旬の食材に触れたり、育てて収穫、収穫した食材を用いてクッキング 

 

・子ども達でどんな野菜を育てるか相談して、夏野菜の栽培をしています 

その年によって色々で、ズッキーニ、トマト、胡瓜、なす、バジル…など 

 

・夏には年長児のキャンプで、夕飯にカレーを子どもたちと作ります。 

自分たちで野菜をカットして、野菜の型抜きをしてみたり、お肉を炒めて、ルウを

溶かして…仕上げは給食室で行いますが、毎年とても楽しそうにクッキングしてい

ます。自分たちで作ったカレーなので、嬉しそうにたくさん食べています。 

 

・2 年に一度程、親子クッキングを行っています。 

12 月～2 月ごろに、家庭でも再現しやすいような、その時期に合ったメニューを 

３歳児以上の親子を対象に行います。 

お母さん、お父さん、お友達で楽しく作って、最後に試食もしていただきます。 

 

・そのほか、日本の四季や文化、その時の食材や食事に対しての興味、関心を持っ

てもらえるように、餅つきや節分、ひな祭りなど季節ごとの行事食を献立に 

取り入れています。 

 

 



食育月間の取り組み 

所属団体名 東大阪市私立保育会 

施設等名 むぎの穂第二保育園 

取組の名称 園庭で収穫した野菜の提供、世界の料理としてブラジル料理を提供、 

クラス全員での給食・おやつの喫食、給食便りの配布・給食の展示 

実施時期 きゅうり・ミニトマト・じゃが芋・バジルの収穫→6 月～８月 

世界の料理→月１回、おしずし→年 1 回 

クラス全員での給食・おやつ、給食の展示→毎日、給食便りの配布→毎月 

取組みの目

的 

✓ 共食の推進 

□朝食の摂取 

✓ 栄養バランスの良い食事の摂取 

✓ 野菜の摂取 

✓ 生活習慣病やフレイル予防・改善の

ための良い生活習慣の実践 

✓ よくかんで味わって食べる 

✓ 栄養成分表示への理解促進 

□食品の安全性に関する知識の普

及 

✓ 農産物の栽培体験の機会提供 

✓ 食品ロスの削減 

✓ 伝統料理や郷土料理の伝承 

取組内容 <菜園でのきゅうり・ミニトマトの収穫> 

園庭の菜園で、きゅうりやミニトマトを栽培し、食べごろのものがある時に収穫

して、給食のサラダ等に加えて提供した。菜園は、子どもたちが、毎日のように

活動する園庭にあり、きゅうりやミニトマトが、少しずつ大きくなる様子、色が変

わっていく様子を観察できる。時には、子どもたち自身が、収穫することで、野

菜の苦手な子も食べてみよう、という意欲を引き出すことにつながっている。 

<世界の料理> 

６月はブラジル料理のケバブチェ、スプシュカサラダ、スープ、おやつにヨーグル

トケーキを提供した。給食までに、クラスでその国について調べる活動をしてお

り、子どもたちが興味をもって、給食を楽しむきっかけになっている。 

<おしずし> 

郷土料理のおしずしを給食で提供している。生節を煮付けて用意し、すし飯を花

型などで抜いて、子どもたちは、普段とは違う盛付を楽しみにしてくれている。 

<クラス全員での給食・おやつの喫食> 

給食とおやつは、各クラスで、全員そろって食べる。食べる前に、保育士が今日

の献立や、よく噛んでゆっくり食べることなど、声掛けしてから、食べ始める。 

<給食の展示> 

お迎えの時に、必ず通る廊下に、給食の展示台を置いている。今日の献立、使っ

ている食材についての説明、実際の献立を展示し、保護者の方にも見てもらう。 

<給食便りの配布> 

献立、食材のほかに、給食で人気のレシピや、旬の食材についてお知らせしてい

る。 

 




